
　　　　トリエタノrびアミン（2，2’，2ρ一トリオキシエテツレアミン）の

　　　　濃締度試験成績報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　（試料滋K－227）

　　構造式　N（CH2CH20H）3
　　　　性状　純度：90～96多　比重：羽20～1．150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2q／2D℃）

　　　　　　　　　融点：36巳8℃　溶解度：水に完溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

1鱗雛／魚介動体一化一臨度一

　こ1　試験装置及び機器

　　＠　水系環境調節装置　　流　水　式

　　（b）　ガスクロマトグラフ　　検出器　Fエ1〕

　＆2　試験条，件．

副丁 竡詞ｱ
　　＠　試験魚

　　　　ヒメダカ平均律重巳27g、塩化第二水銀検定合格魚著

　　　誓田端健二　用水一と廃1水　⊥生　1297’｝1505（1972）

　　（b）溶解法匁分散剤及び分散法

　　　　分散剤
　　　　　　　　　使用せず

　　　　分散法
　　　　　　　　　供試物質10gを水に溶かし｝11に定容して

　　　　　　　　　104Pヌ且（W／V）の原液を調製した。

1・試験期間　 昭和5ろ年5月て5日～昭和55年9月9日

2．試料名　トリエタノrルアミン（2，2’，2”一ト■リオキシエチルアミン）

三　試験方法及び条件

　　　＠　試験温度
　　　　　　　　　　25土2℃

　　　（司　結　　果

　　　　　　　　　　48時間T　L皿値　1000P即　（¶レヤ）以上

義2．2　濃縮度試験

　　色）外部消毒及び順化

　　　　（1）外部消毒
　　　　　　　　　　止水状態で佃p奥塩酸クロロテトラサイタリン

　　　　　　　　　　溶液で24時間薬浴を行った．

　　　②　順　　化
　　　　　　　　　　25℃X21目

　　（b）試験水槽
　　　　　　　　　ガラス製　 容　量　 1001

　　　　　　　　　　　　　　流水量　5761ノ日

　　　　　　　　　　（原液二希釈水2皿工：400皿）

　　（c）試験魚
　　　　　　　　　コイ　平均体重約25g

　　　　　　　　　　　　平均体長約10㎝

　　＠）　溶解法、分散法
　　　　　　　　　　　　義2．1（切に同じ

　　（e）試験温度
　　　　　　　　　25土2℃

　　（f）　試験水槽の溶存酸素
　　　　　　　　　　　　　　図一・9，10参照

　　色）水槽濃度

　　　　設定理由　精度よく定量できる濃度は約7Pエ皿《図一司参照）

　　　　　である。水分析時の前処理操作にむいて40倍濃縮が可

　　　　　’能なこと（注）及び回収率84．5チ及び水槽濃度の低下を

　　　　　20％と見込み低濃度区の水槽濃度を設定した。

　　　　　高濃度区は低濃度区の10倍としたo



　　　　　　　7
　　　　　　　　　　　　　　≒＝〔L25】鑑m
　　　　84．5　　　10“一20
　40　×　　　　×
　　　　　100　　　　100

（注）供試物質を可溶な有機溶媒の中で水と分液できる溶媒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉ヴノー」
　　は見出せ左かった。そこで多量の炭酸効・刃汐ウ霞・を添加

　　し、イソプロピルアルコールを分被する方法を採用した

　　ため、水分析の濃縮は40倍が限度であった。

設定値

　　　　　　　（単位聖w／v）
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香2。3　分析試料の前処理

　　⑥　魚　体
　　　　　　　　　　匡

　　一1

隙　愚

べ
　　し　　1←アセトン100皿

　　D吸引ろ過

験　魚1　　　　　へ

　・体重体長測定

　重細片化（ステンレスハサミ）

　←海砂　109

　・らい砕

　←ゴ0多水酸化ナトリウム≦m1

　・らい砕

　←無水磁ナトリウム100g

　・らい砕脱水

　←アセトン’　500m1

　・振とう抽出（10分間）

　・吸引ろ過（グラスフィルター　17G－4）

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位P皿1毘／V’）
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・濃縮（ロータリー江パポレ」ヲーで

　約50皿1まで）

←唾N一壌史　50皿】L

　　　チ以下次P頁に続ぐ
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よ匹＿墨　レ既z・に纏（6N一徹化
　　1ナトリウム）

　　レ水を加えて佃o皿にする

　　1←イノブ・ゆアルコ蜘50皿

　　ド
　　」←炭酸カリウム　　120g　．

　　1・振とう（5胴）
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！　　　　　　50皿ユ
1・振とう（5分間）

．区二軒才ソプ・ヒ　・禰　　　　　一

＿1
　　　1←5N熾2皿
　　卜濃縮乾固
　　1　（ロrタリーdン献レ禎タ＿）

　　　←2％無水トリ7・・酢酸
　　　　含有ク・・ホルム溶液5皿

　　　・密栓して反応させる

磯騨）

　　　前頁より1引続き

　　　　　　　1

　　　　　　　←」クロロホルム

　　　　　　　酵容（20皿）

　　　　　　　｝
　　　　　　　　
　　　　1匝。試料、1誓

　　　骨　G　C分析の標準は供試物質のトリフロロ酢酸誘導体を

　　　　　用いた。

　（b）試験水

　　　　　　試訳杢．…

　　　　　　　　i　　　第堰　第2区
　　　　　　　　1
　　　　　　　　　・採水　　　50ml　200ml

　　　　　　　　l←ク・。ホ麟25皿　50皿

　　　　　　　　ヒ振とう拙（5分間）

　　　　　　　　　　　　　一一1一」

　　ヲ・・法ルム周水創　　第1区第2区

　　　　　　　　　　　←イノプロヒシレ丁以コ→レ　501コ1　　　100皿1

　　　　　　　　　　　←炭酸カリウム　　　　609　　240g
　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　1・振とう敵5分間）

　　＿」二二．　　　　　1
　　は　層i　、財ソプ・ゆ伽コ→レ届
　　h『』l　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　←イソブロピルヲンレコr’レ

　　　　　■第1区501凪
　　　　i第2区100mエ　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　二一遜と伽出、（5分間）1

区コーイ≧輿瀟蜘
　　　　　　　　　　　　　以下沃頁に続く



前頁弄り引続き

・脱水（無水硫酸ナトリウム）

・濃縮（ローラリー征！献レ一夕ーで約20皿1まで）

←5Nr塩酸2血

・濃縮乾固

←20チ無水トリフ口口酢酸含有クロロホルム5mユ

・密栓して反応させる（40℃×60分間）

・定容（第1区は25倍希釈）

　　　　　墜」1・

　　嘗　〔｝c分析の標準は供試物質のトリフロロ酢酸誘導体を用いた。

＆2．4　分析条件

　　　ガスクロマトグラ7　日立　165型

　　　検　出　器　　水素炎イオン化検出器（FII〕）

　　　　カ　ラ　ム　　5輯φ×1皿　ステンレスカラム

　　　充てん剤　　10多8E－50／クロモソルブW

　　　ヵ識鑑度　120℃

　　　注入目零び検出器温度　180℃

　　　キャリヤ≒ガス　　　N2

4．試験結果

表一2 濃　縮　倍　率

1
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ｿ4劇α塀

α4以下

､4以下

α4以下

ｿ4以下
1～4 5σ4．6

F悌2嚴区 三瑚下、こ9以下
ﾜ9以相，こ9以ド

こ9以下

ｱ9以下

孟9以下

�9以下
2～4－5，5，6

試験結果の表示について

　％冨2としたときの供試物質の検出限界はa8ppm『（図一｛参照）

（象＝2はピーク高さで約5篇）であり、これは魚体重509，最

終液量20皿ユ，回収率7ゑ8多とすると魚体中濃度で約

　　　　巳ε
　　　　　　　　　＝a7ppmに相当する。
　　50　　　75，8

　　－　X－　　20　　　100

　本試験の魚体中濃度は全て検出限界以下であったので、

．　　　　　　　α7
　　　　　　　　　　　　　　（第1区α4倍，第2区こ9倍）以下と
　　平均水槽濃度（実測値）

表示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


